
静岡型小中一貫教育研究指定グループ研究報告書 ＜安倍川中グループ＞

１ グループ校の概要

２ 研究の目的

静岡型小中一貫教育の推進において「【視点１】学校の教育目標を共有していること」が最重要である
と考える。近隣校や地域で「育成を目指す子ども像」の共有を確実に実施することがコンピテンシーベー
スでの教育課程の編成や評価改善につながると考える。そこで「育成を目指す子ども像（安倍川プライ
ド）の整理」及び、小中一貫教育に関わる全ての方による「安倍川プライドプロジェクトマップ（学校・
地域版）の作成」を実施した。また、地域と学校が一体となり、子どもが「地域のひと・もの・こととの
つながりや積み上げを実感（キャリア形成）」するコンテンツ（あべかわ学等）の開発・評価・改善を推
進していく。この取組は、令和６年度コミュニティ･スクール設置により更に推進する。

３ 取組内容

２ 令和４年度の課題

３ 令和４年度の課題を受けた令和５年度の取組
①安倍川プライド（育成を目指す子ども像）の整理
②３校の教員や地域が「育成を目指す子ども像」を理解し、その育成を意識化するための
「安倍川プライドプロジェクトマップ【学校版】【地域版】」の作成

③目指す子ども像の育成に向けた具体的な手立てを検討・実施するための「安倍川グルー
プデー（小中一貫合同研修会）」の設定（月１回ペース）

④「キャリア形成」や「愛郷心」の育成を目指した、安倍川地区のひと・もの・ことを素
材にした教科横断的な学習「あべかわ学」の研究・実施

⑤小中一貫キャリア・パスポートの運用

安倍川中（９学級、生徒218名、教職員22名）駒形小（10学級、生徒195名、教職員20名）
田町小 （14学級、生徒315名、教職員25名）

【研究テーマ】

「キャリア形成をめざした小中一貫教育カリキュラム」の実践

課題１：多数の「育成を目指す子ども像（資質・能力）」
が設定されていて、育成イメージがもちにくい。

課題２：「具体的な取組」を通して「目指す子ども像」を
育成するというイメージがもちにくい。

課題３：「安倍川プライド」に地域との連携や愛郷心をイ
メージできる内容が入っていない。

小中一貫教育推進、コミュニティ･スクール設置へ向け、３
校・地域が育成を目指す子ども像を共有する必要がある。

１ 令和４年度までの取組
①小中一貫教育推進組織の編成
②安倍川グループデイ（合同分掌会議）の実施
③小中一貫教育グランドデザインの作成
④各部系統図の作成
⑤あべかわもちの日（３校合同集会）・あべかわ学（地域を
財にした探究型学習等）・ グッドスリープウィーク等

小中一貫夏季合同研修会
３校職員・小中一貫推進協議会・学校支
援部会設置委員会による「安倍川プライ
ドプロジェクトマップ」に関する協議



４ 考察（成果と課題）

５ 今後の方向性

【成果】
①安倍川プライド（育成を目指す子ども像）の整理
11の目指す子ども像を３つの姿に整理し、自己調整力・人

間関係調整力・愛郷心の３要素を設定したことは、３校職員
の相互理解が深まると共に、共通した指導への意識を高める
ことができた。

②安倍川プライドプロジェクトマップ【学校・地域版】の作成
安倍川中グループの小中一貫教育に関わるコンセプトを一

目で分かる形にすることや、全ての教員・地域協力者が協力
し作成したことは、小中一貫の取組を自分事として捉えられ
るようになった。また、目指す子ども像の育成を目的とした
具体的な取組の検討や実施（PDCA）につながっている。

③安倍川グループデー（小中一貫合同研修会）の設定
必要に応じて部会（教務、学習・研修、生活・生徒指導、

特活、総合・生活、特支）に分かれ、対面のみならず、リ
モートによる研修会を月１回程度開催したり、地域協力者と
の小中一貫推進協議会・学校支援部会設置委員会を開催する
ことによりコミュニティ･スクール設置へ向けての準備やコ
ンセプトの共有を進めることができている。

④地域を素材にした教科横断的な学習（あべかわ学）の研究
⑤キャリア・パスポートの運用
あべかわ学では、教師がつなぐ、地域とつくる、子どもに

つみあげを実感させるといった「３つのつ」を意識して実践
を行ってきたことにより、「地域や社会を良くするために何
をすべきかを考えることがありますか。」等の評価項目の肯
定的回答が約６０％から約８０％に増加している。また、
キャリアパスポートへの目標達成・人とのつながり・貢献内
容の記録により、積み上げの可視化や自己肯定感（キャリア
意識）の向上につながっている。

○学校と地域による「共通目標」としての「資質・能力」の吟味、確認は継続する。
○教員の異動、地域の方々の異動にも動じない強靱な組織体制の整備を進める。
○積極的な発信、継続的な支援部員の募集により「地域と共にある学校」の強化を進める。
○「学校・地域が持続可能な取組」を検討する。⇒持続する「根のある教育」の構築へ

⑥研究リード校の設定・各校研究内容の共有
研究リード校は輪番制で設定し、研究を引き継ぐと共にグ

ループデーや実践サイト等により研究内容を共有していく。
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❹グループデイ等による研究内容の共有・研究リード校（輪番制）による研究の継続❺持続する根のある教育へ
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